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【誤訳訂正書】
【提出日】令和2年5月22日(2020.5.22)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３３】
　図４は、それぞれが異なる安定化度を有する（が、円柱矯正は一切ない）図１Ａ～図１
Ｃに示されるレンズデザインなどの３つのレンズデザインのように回転不安定性のインビ
ボの臨床測定値からのデータを示すグラフである。これらの安定化デザインは、高円柱矯
正に対する安定化ゾーンにおける最大厚み差（すなわち、１００％）、及びその最大厚み
差の選択された割合（すなわち、５０％、７０％）を有するレンズに対応している。特定
の実施形態において、安定化ゾーンの厚さは、最大厚み差の３０％～９５％、例えば５０
％～８０％であってもよい。特定の実施形態において、最大厚み差は、０．１ｍｍ～０．
５ｍｍ、例えば、０．１５ｍｍ～０．４ｍｍの範囲内であってもよい。
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